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済的には大きく立ち後れることとなった。このためフランス国は、商品作物である綿花及び落花

生栽培を導入したが、その効果は微弱で、同国の経済力はきわめて低い状況にとどまっている。

以上のような自然環境や社会経済状況下で、マリ国の人口密度は全体的に低い。人口の８割程

度はキタ地域も含む農耕地帯に住んでいるが、その中では、首都バマコから東方ニジェール川に

沿って比較的密度が高いが、調査地域のあるキタ地域は低密度であり、特に調査地域の大半を占

める農村部は１平方キロメートル当たり７名以下とマリ国の農耕地帯の中では最も低い地域に

なっている（図３－３）。

地方行政組織は、州（Region）、県（Cercle）、市町村（Arrondissement）から成る階層構造になっ

ており、州は８、県は 52、市は 13、町村は 682ある（図３－４）。ただし、首都バマコは特別州と

して独立し、この中は６特別区に分かれている。

調査地域の大半は第１州（州都カイ（Kayes））のキタ県(Cercle de Kita)に属するが、一部は同

バッフラベ県（Cercle de Bafoulabe）及びケニエバ県（Cercle de Kenieba）並びに第２州（州都

コリコロ（Koulikoro））のカティ県(Cercle de Kati)にまたがっている。

中央政府は、大統領府、首相府の下に1997年９月までは次の左欄18省があったが、同年９月に

組織改編があり、右欄 21省と４つの委員会などの組織に編成された（表３－１）。予備調査を行っ

た時期はこの組織改編直後であり、聞き取り調査において相手方の説明にやや混乱が見られた。

 旧　構　成 新　構　成�
 法務省 法務省�
 外務・在外マリ人・アフリカ統合省 外務・在外マリ人省�
 領土行政・治安省 領土行政・治安省�
 大蔵・貿易省 大蔵省�
 工業・手工芸・観光省 工業・商業・手工業省�
 文化・通信省 文化・観光省�
 通信省�
 雇用・公務員・労働省  雇用・公務員・労働省�
 公共事業・運輸省 公共事業・交通省（＊）�
 都市開発・住宅省 都市開発・住宅省（★）�
 初等教育省   初等教育省�
 中等・高等教育・科学研究省 中等・高等教育・科学研究省�
 青年・スポーツ省 青年省�
  スポーツ省�
  女性・児童・家庭省�
 保健・老人福祉省 保健・老人福祉省�
 鉱業・エネルギー・水資源省 鉱業・エネルギー省（＊）�
 地方開発・環境省  地方開発・水道省（＊）�
 環境省�
   総合経済計画省�
 軍隊・在郷軍人省 軍隊・在郷軍人省 �
�
�
注）（★）は、カウンターパート機関の所属省�
　　（＊）は、聞き取り調査を行った地図利用部局の所属省�
�

表３－１　1997年９月 16日発足の中央省庁及びその前身一覧表
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３－３　調査地域の概要

マリ国の状況は大きく、砂漠の遊牧地帯とサバンナの農耕地帯に分けることができるが、キタ

地域は後者に属する（図３－６）。国土開発に関係する省庁から提供された図表類を見ると、キタ

地方は、潜在的に農林及び水資源に恵まれているものの、教育水準（初等教育就学率）は全国平均

を下回り農耕地帯では最低、人口密度及び人口増加率も低く、社会経済的には後進地域と考えら

れる。このため、地域の総合的な開発が期待され、その基礎情報整備として今回の援助が要請さ

れたと理解できる。

地形の特徴は、大部分が平坦な地形であることである（図３－７）。我が国には見られない平坦

化作用により形成された地形が広く分布している。また、これに次いで分布が広い堆積作用によ

り形成された地形も平坦とを成している。更に、一般には起伏地になる浸食作用により形成され

た地形にもテーブル状の高原などが含まれており、真の起伏地は、極めて限定された範囲にしか

存在しない。それは、残丘状の高まりの周囲の急崖である。このような地形から、数値地形モデ

ル（ＤＥＭ）の作成、等高線、変形地など、地形に関する表現は比較的容易であると思われる。

植生の特徴は、まばらな樹木と草原から構成されるサバンナが大半を占めていることである（図

３－７）。森林といいうるものは、わずかな沖積地と上記急崖にしか分布しない。森林地帯では、

衛星画像や空中写真による道路などの確認が難しく、また樹冠に妨げられて地表の標高測定が不

正確になりやすいが、そのおそれのある場所は比較的限定されている。森林以外の地域では、衛

星画像や空中写真の判読は比較的容易であろうと思われる。ただし、標高の測定は、樹木の密度

によっては樹冠の影響が出るおそれがあり、注意が必要である。

土地利用の特徴は次のとおりである。集落は、ほぼ等距離、５～ 10キロメートル間隔で分布す

る。調査地域を覆う既存 20万分の 1地図により、地名が記載されている集落の数を調べると、キ

タ図葉の範囲で約350集落、シラコロ図葉の範囲で約 380集落、バッフィンマカナ図葉の範囲で約

260集落が認められる。バッフィンマカナ図葉は相当範囲がギニア領のため空白であることから、

これらの数値は集落が均などに分布していることを裏づけるものといえよう。この範囲の総面積

約3万 1,000平方キロメートルを集落総数約990で、除すると、１集落当たり約31平方キロメート

ルになり、これから換算した平均集落間距離は、約 6.3キロメートルである。

集落にはほぼ放射状の道路が発達している。これに沿って、耕作地が分布するが、その広がり

は必ずしも連続せず、断続的である。耕地は、集落周辺に永久耕作地又は短期間の休耕地が分布

し、その外側に移動耕作地又は長期間の休耕地が分布している（図３－８）。キタ周辺で見る限り

後者の比率が高いようである。また相当範囲において移動耕作地の開発が可能だとされている。

一方我々の観察では主として水田に利用されていた河川に沿った耕地は極めて限定された範囲に

しか存在せず、またその開発可能地も少ない。
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３－４　現地踏査の結果

キタ地域は、北部の平原地帯と南部の丘陵地帯に分けることができる。

北部の平原地帯では、大半を占める低地に集落と農地があり、農地は集落周辺４～５キロメー

トルの範囲にある。農地の区画は整形の場合も不整形の場合もあり、その外周はまばらな森林と

なり、更に進むと他の集落の農地に移り変わっていく。平原地帯の中には、急崖で囲まれた比高

２～ 300メートルの残丘が点々と分布している。この部分は裸地または灌木で覆われている。基

準点はその残丘の頂部に置かれていることが多い。

南部の丘陵地帯では、ほぼ平坦な丘陵の頂面に集落や農地がある。そのなかでやや低い場所で
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は水田が見られる。集落とのうちの関係は、集落間の距離が長く、隣接する集落と農地が接する

ことがない点も含めて北部と同様である。丘陵地帯の中の谷は、浅くかつ狭い。谷壁は比較的急

傾斜で、ほとんどの場合森林に覆われている。

ＩＧＮが作成した既存の 20万分の１地形図は、以上の景観をよく表現している。我々が踏査し

た範囲では小さな集落も小さな谷ももれなく記載され、道路についても記号を使い分けてその状

況をうまく表現している。ワジ記号を効果的に用いて等高線間隔が荒いことを補っている。

このキタ地域では、いくつかの基準点は岩盤に直接取り付けられており、それ以外は様々な形

態のコンクリート標石の上部に埋め込まれている。水準点の多くは橋梁、石造りの建造物など人

工構造物の壁面に埋め込まれており、その他はコンクリート標石の壁面に埋め込まれている。残

図３─７の凡例�

堆積地形�

平坦化作�
用の地形�

浸食地形�
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丘の頂部以外の設置場所は集落近傍の農地周辺であったが、土地利用の変化が少ないためか、

我々が調査した基準点 10？点は、１点を除いてすべて発見され、保存状態も良好であった。

本地域で、都市らしいものはキタ地域しかない。キタ地域も、我が国の概念からすれば大きな

村落といった方が適切である。しかし、行政、交通、家屋の密度からみると、人口密度が低いマ

リ国においては、立派な地方中心都市ということになるようである。これ以外は、数十軒の粗末

な家屋が密集する集落しかない。家屋の大部分は、直径2.5メートル、高さ３メートル程度で、窓

のない土壁と傘のような草葺き屋根からできたものである。内部に部屋はなく、出入り口は一箇

所である。これが中庭を囲んで円環状に配置されて一単位をなし、同じような集団がいくつか集

まってひとつの集落を形成している。このため、集落はあたかもキノコが群生しているような景

観を呈する。空中写真で見ると集落は円点の塊となって判読できる。既存の地図で、集落がいく

つかの円点で総描表示されているのは、このような景観をよくイメージさせて面白い。

耕作地のほとんどは畑である。キタ地域の河川は、下方浸食が発達し、やや大きい谷は深い溝

をなしている。このため、キタ地方には沖積地が少ない。このためか、水田は少なく、丘陵地の

間や低いところを流れる浅い川筋に水稲栽培が見られるのみである。畑地に作付けされている作

物で最も目立ったものは、キビ（黍）である。これは、いわゆる丈の高い高深？（要確認馬籠）であ

る。次がアワ（粟）であり、ほかにピーナッツ、綿も見られた。我々が調査した時点では刈り取っ

た後なのか畑では目立たなかったが、家々に吊された乾燥中のトウモロコシが目立ったので、こ

れも重要な作物だと思われる。市場で目についたサツマイモ、タロイモ、キャッサバなどの芋類

や野菜は、畑では見られなかった。

以上の恒久的な耕地の他に主にピーナッツを栽培する焼き畑も散見された。これは、空中写真

によっても判読は困難である。この地域のうち基盤が浅く土壌が薄いところは草地になっている

が、放牧はまれにしか見られず、自給目的以上の牧畜は発達していない。

絞って油にするピーナッツや軽い綿は商品作物だが、それ以外は自給のための作物だと思われ

る。長距離輸送には１本の鉄道しかなく、100キロメートル圏には消費地となる都市がない状況で

は、自給農業から脱却することは困難だったと思われる。

交通線は、隣国セネガルの港町であり首都のダカールからマリ国の首都バマコへ通ずる鉄道が

唯一の物資流通の幹線になっている。道路は、やはりダカールとバマコを結ぶ幹線と思われるも

のがあるが、橋がほとんどないため、雨期になると通行不能になる。普段の交通量も少ないため

葦が生い茂りほとんど幹線の役目を果たしていない。その他の道路は、都市と集落又は集落間を

結ぶだけの道で、ロバの馬車道を基本としており、自動車が通過する幅はあるが、路床が悪いの

で、キタ周辺を離れるとスピードを出すことはできない。
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